
  

 

  

☑
仲
間
を
守
り
要
求
実
現
！
秋
の
拡
大
月
間
残り

２
週
間 

・

・

「
く
ら
し
と
仕
事
・
命
の
砦
！
組
合
110
番
」
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
➊

納
税
の
猶
予
、
➋
国
民
年
金
の
免
除
／
猶
予
、
➌
月
次
支
援
金
／
支
援
給
付

金
、
➍
月
次
支
援
給
付
金
、
➎
健
康
保
険
の
減
免
、
➏
雇
用
調
整
助
成
金
、

➐
休
業
支
援
金
・
給
付
金
、
➑
生
活
支
援
貸
付
／
支
援
金
、
➒
生
活
保
護
、

➓
何
で
も
相
談
、
に
つ
い
て
説
明
が
の
っ
て
い
ま
す
。
困
っ 

て
い
る
仲
間
の
現
状
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
も
、
当
て
は
ま
る 

選
択
肢
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
（
命
綱
）
は
き
っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。 

・

・

分
会
の
仲
間
は
、
残
り
2
週
間
に
迫
る
拡
大
月
間
の
目
標
達 

成
に
む
け
て
拡
大
（
仲
間
増
や
し
）
行
動
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

「
ま
わ
り
の
組
合
未
加
入
者
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
」
と
、
分
会 

は
あ
な
た
の
チ
ョ
っ
と
し
た
協
力
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。 

・

・

・

組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
仲
間
が
ま
わ
り
に
い
ま
し
た
ら
分
会
・
群
役
員

へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
月
間
成
功
に
は
、
「
群
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り

の
協
力
」
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
で
き
る
こ
と
か
ら
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

←
当
て
は
ま
る
未
加
入
の
仲
間
に
☑
を
つ
け
よ
う
← 

□
コ
ロ
ナ
給
支
援
金
等
の
申
請
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
ほ
し
い
仲
間 

□
区
の
国
保
料
が
高
い
仲
間 

□
一
人
親
方
労
災
が
必
要
な
仲
間 

□
健
診
を
受
け
た
い
仲
間 

□
結
婚･

出
産
が
近
い
仲
間 

□
独
立
開
業
す
る
仲
間 

□
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
を
登
録
し
た
い
仲
間 

・

・

【
夜
間
行
動
】
10
月
…
□
19
日
（
火
）
□
25
日
（
木
）
□
26
日
（
木
） 

【
日
曜
行
動
】
10
月
…
□
17
日
（
日
） 

時
～
セ
ン
タ
ー 

【
昼
間
行
動
】
10
月
…
□ 

日
（ 

）
□ 

日
（ 

）
時
～
セ
ン
タ
ー 

☑
「
予
算
要
求
は
が
き
（
財
務
省
宛
て
）
」
配
布
の
月 

 
 

厚
労
省
が
、
前
年
度
比
35
億
円
増
と
な
る
概
算
要
求
額
を 

財
務
省
に
提
出
す
る
私
た
ち
の
運
動
の
成
果
が
で
て
い
ま
す
。 

今
月
か
ら
来
月
で
取
り
く
む
今
年
度
さ
い
ご
の
「
財
務
省
宛 

て
」
土
建
国
保･

予
算
要
求
は
が
き
運
動
で
、
要
求
額
を
確
実 

な
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。 

☑
仲
間
の
命
と
健
康
を
守
る
「
日
曜
集
団
健
診
」 

 
 

 

秋
の
日
曜
健
診
を
開
催
し
ま
す
。
申
込
は
お
早
め
に
。 

【
と
き
】
11
月
21
日
（
日
）
…
11
月
2
日
（
火
）
申
込
〆
切 

□
練
馬
支
部
会
館
（
80
人
） 

【
と
き
】
12
月
5
日
（
日
）
…
11
月
15
日
（
月
）
申
込
〆
切 

□
島
村
記
念
病
院
（
45
人
）
＊
女
性
健
診 

□
大
泉
生
協
病
院
（
120
人
） 

＊
カ
ッ
コ
内
は
定
員 

＊
定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了 

☑
月
次
支
援
金
（
国
）
・
支
援
給
付
金
（
都
）
の
変
更
点 

 

月
次
支
援
金
が
10
月
分
も
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

東
京
都
の
月
次
支
援
給
付
金
は
、
売
上
30
～
49
％
減
少
の
事 

業
者
が
7～9
月
の
間
で
2
ヶ
月
連
続
し
て
30
％
以
上
売
上
減
少 

し
て
い
れ
ば
、
個
人
7
万
5
千
円
、
法
人
15
万
円
に
増
額
さ 

れ
ま
す
（
受
給
し
た
後
で
も
差
額
分
が
振
込
ま
れ
る
予
定
）
。 

☆
今
月
の
「
署
名
」
協
力
の
お
願
い
☆

 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
（
適
格
請
求
書
保
存
方
式
）
の
導
入
を
中
止
さ
せ
る

に
は
、
衆
院
選
そ
し
て
来
年
の
通
常
国
会
が
山
場
で
す
。
消
費 

税
率
引
き
下
げ
と
併
せ
た
請
願
署
名
を
今
月
の
群
会
議
で
取
り 

く
み
ま
す
。
…
【
群
5
枚
（
５
人
連
記
）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナ対策や国政私物化疑惑で“アベ”“スガ”2 代連続の政権投げ出しか

ら、10 月 4 日に発足した岸田政権は、14 日に衆院を解散し、わずか 5 日後の 19

日公示・31 日投開票とする衆院選の強行日程方針を明らかにしました。これを受

け、「新政権の発足直後は世論の支持を得やすい“ご祝儀相場”のうち 

に信を問うねらい（東京新聞）」や、野党からは首相が自任する特技「 

人の話を聞く」を引き合いに、野党が要求した予算委員会の開催見送 

りに対し、国会軽視、国民に背をむける姿勢と批判が集中しています。 

岸田首相は、総裁選での「自民党を改革する」という訴えとは裏腹に、金銭授

受疑惑で閣僚辞任に追い込まれた甘利氏を新たな幹事長に据え、政治資金規正法

違反疑惑の小渕衆院議員を組織運動本部長に抜てきするなど、党人事で「政治と

カネ」疑惑に「ふた」の姿勢が露骨。閣僚人事でも、重要閣僚に 

安倍・菅内閣の中枢を維持し、数々の疑惑隠し、対米従属の外交 

姿勢、新自由主義推進など「安倍・菅直系政治」が鮮明です。 

一方、立民・共産・社民・れいわの野党４党は、市民連合と総選挙にむけた「20

項目の共通政策」に合意。さらに立 

民と共産との間では政権協力にも合 

意が形成されるなど、総選挙で野党 

第１党を含めた野党各党が共通政策 

を結び、政権交代をめざす初めての 

たたかいとなります。 

これらのことからも、格差と貧困 

を拡大し、憲法破壊、政治の私物化 

を繰り返してきた 9 年にも及ぶ安倍 

・菅政治を継承する「岸田・自公政 

権」が続くのか、命を守る共通政策 

をまとめ上げた「市民と野党共闘」 

の躍進で、政権交代して新しい政治 

を実現するのか、国民の命とくらしがかかった大きな分かれ道となります。 

        

来る衆院選は命とくらし、そして日本の近い将来を左右する極めて重要な選挙

となります。政権交代が叶えば、消費税５％減税（＝インボイス制度の導入中止）、

格差と貧困の是正、平和と民主主義を生かす憲法に基づく政治の回復、最低賃金

の引き上げと社会保障の拡充で誰もが安心して暮らせる社会、権力の私物化を許

さず公平で透明な行政の実現をはじめ、「絶望」をもたらす政治から「希望」の

もてる政治へ大きく「転換」できます。棄権することなく、できるだけ多くの仲

間へ投票を呼びかけ、「平和で豊かな日本」を取り戻しましょう。 ＊裏面つづく 

 

◆
あ
い
う
え
お 

 

＊分会センターや地域集会所を活用する群会議や諸行動は 3 密が避けられる運営と、マスク着用・手洗い・うがい・アルコール消毒など感染予防対策の徹底をお願いします。 

 

＊今回の衆院選特集は 10 月 6 日時点の情報をもとに作成しています 

 



 

 

10/21・11/2・11/17 の午後は書記局会議のため、支部事

務所を閉めさせていただきます。ご協力お願いします。 

組合活動 機関会議 地域 その他

14 木 いのちを守る10.14行動

15 金 主婦の会城北ブロック

16 土 練馬労連大会

17 日 日曜拡大行動

18 月 拡大推進委員会 後六役会議

19 火 拡大統一行動 納入日

20 水 財政部会　労対部会

21 木 大手企業交渉

22 金 大手企業交渉 拡大分会長会議

23 土 横田市民交流集会「映画と講演」
ねりま沖縄映
画祭

24 日 とらいあんぐる「さつまいも収穫祭」

25 月
本部登録　拡大統一行動
社保協・各界連大規模駅頭宣伝

26 火 拡大統一行動

27 水

28 木 じん肺キャラバン東京集結行動

29 金

30 土
ねりま沖縄映
画祭

31 日 日曜集団健診

組合活動 機関会議 地域 その他

1 月 臨時登録日
中執
仕事部会

2 火

3 水

4 木
四役
厚文部会　憲法部会

5 金 常任　主婦四役
ねりま沖縄映
画祭

6 土

7 日 （秋の住宅デー）

8 月 無料法律相談 執行委員会

9 火 憲法駅宣 教宣部会　主婦役員

10 水 六役会議

11 木 脱原発駅宣

12 金 分会執行委
ねりま沖縄映
画祭

13 土 分会執行委
ねりま沖縄映
画祭

14 日
後継者イバライド交流会　主婦定例会
通信員総会　機関紙コンクール

15 月

16 火

17 水 全建総連６０周年祝賀会

１１月

書記局会議・・・午後、事務所閉まります
後継者部会　シニア役員

書記局会議・・・午後、事務所閉まります

書記局会議・・・午後、事務所閉まります
組織部会　賃対部会

１０月

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

☑次回の「無料法律相談（弁護士対応）」       
【とき】11月 8日（月）午後 3時～ 

【内容】仕事からプライベートまで何でも個別相談 

【ところ】練馬支部会館 【申込】予約は支部担当者まで 

○〆切間近！「今年の思い出」はこ･れ･だ○ 

☑わくわく後継者世代大交流会 in こもれびの森ｲﾊﾞﾗｲﾄﾞ 
子育て世代向け目玉企画！こんな時だからこ 

そ大自然に触れあい、大人も子どもも同世代の 

仲間と大交流。家族みんなで「今年の思い出」 

を作りましょう。もちろん単身者も大歓迎！ 

【とき】11月 14日（日）午前 8時～午後 6時 

【ところ】こもれびの森イバライド（茨城県稲敷市） 

【参加費】大人 3,000円/小中学生 1,500円 
（未就学児無料） 

【対 象】50 歳未満組合員とその家族 

【申 込】申込書を分会･群役員へ(定員になり次第〆切) 

☆政治を変える絶好のチャンス☆ 

☑衆院選に向けた私たち“東京土建”が掲げる要求 
 

格差と貧困をなくし、雇用の安定と働くルールの確立。

全国一律の最低賃金時給 1500 円の実現。公契約条例制定

自治体を増やし都段階での法整備の推進を 

建設従事者の権利確立と処遇改善、人が育 

ち魅力ある建設産業への民主的転換。アス 

ベスト建材製造企業の責任追及、早期の補 

償基金創設と調査・除去費用助成制度を 

地域中小建設業者により一層官公需が回る仕組みづく

り、住宅改善の助成事業を普及すること。国内産材の安

定的供給、価格高騰解消に向けたウッドショック対策を 

憲法で保障された社会保障制度への転換。医療・介護・

保育・生活保護・年金などの社会保障を国の責任で拡充 

消費税 5％への減税と、中小零細業者の営業を直撃するイ

ンボイス制度の即時撤回。大企業優遇税制の抜本的是正 

コロナ対策に便乗した人権抑制の緊 

 急事態条項の創設と９条改憲阻止 

核兵器禁止条約の批准。人権・自由 

・団体行動を監視・制約する法制度の廃止・撤廃 

地球温暖化対策、原発再稼働反対、石炭火力発電廃止、

再生可能エネルギーへの転換で原発ゼロの実現 

コロナ対策の抜本的拡充。自粛と補償を一体とした中小

企業支援策の拡充。雇用調整助成金の特例措置の延長 

◇支部講習のお・し・ら・せ◇ 

☑「足場の組立等作業主任者講習」               
この講習は、建設キャリアアップシステムの能力評価に

おいて重要な要素となります。この機会 

に受講しましょう。 
【とき】11月 18（木）・19日（金）9時～ 

【ところ】練馬支部会館 

【受講要件】18 才以降の足場経験 3 年以上（足場特別講習の義

務化により経験年数の算入方法に注意＊要確認） 

【受講料】11,500円（資格取得祝金 12,000 円給付＊要申請） 

【〆切】11/2（火）…定員になり次第締め切ります 

公募「支部会館・中長期修繕計画作成業者」 
練馬支部会館の建物の価値の維持・向上のため、ならびに

建物の経年劣化に対して修繕工事の計画を立てることが重

要な観点から中長期修繕計画を作成する業者を公募します。 

【応募資格】東京土建練馬支部所属組合員である施工業者 

【選考基準】経営が安定し修繕計画作成の遂行に支障をきた

すような不安がないこと（有資格者「一級建築

士、建物診断士」/金額および、修繕計画書の

書式等を考慮する/同規模の建物の診断業務経

験があること） 

【業者決定】提出書類をもとに会館管理委員会で選考を行

い、2021 年 12 月執行委員会で決定する 

【日  程】見積提出期限：11 月 30 日(火)午後 5 時締切り 

見積書等提出先：支部事務所へ郵送または持参 

提出書類：「見積参加申込書」「見積書」「資格証」

「修繕計画書の書式」「会社案内」等 

業者選定：各社から出された申込書・見積書

等にもとづき内容点検 

12 月会館管理委員会、12 月執行委員会決定 

★本物の技術を身につけたい若者・させたい事業主は必見★ 

☑「東京建築カレッジ入学生」絶賛募集中！   
職業能力開発短期大学校東京（土建）建築カレッジは、

厚労省が認定したデュアル・システム（働きながら実践的に学

ぶ）の高度職業訓練（専門課程）です。本物の家づくりの技

術技能の基本を学び、建設のスペシャリス 

トとなる若年技能者を育成する学校です。 




